
アルペン ブルーメ ニュース                 ２０１８年８月号より 

◇ＡＢベーシック その８ 山行計画はどこから生まれる？ ◇ 

 ＡＢベーシックでは山行推進グループアルペンブルーメの活動理念を紹介させていただ

いています。今回のテーマは「山行計画はどこから生まれる？」です。アルペンブルーメ・

ミーティングの基本「顔を合わせて誘い合いましょう」の真意でもあります。 

 

Ｑ：アルペンブルーメのミーティング報告（アルペンブルーメ速報）は、何時も魅力的な

山行計画が満載なので楽しみにしています。そこに掲載されている山行計画は、だれに

申し込めば参加できるのでしょうか？ 

Ａ：アルペンブルーメとしては、基本的に参加の申し込みは受けていません。特に「募集」

と記載されている山行計画に対してのみ、直接その山行リーダーに相談して下さい。た

とえ募集中であったとしても、参加条件や制限を設けていることもあります。必ずしも

希望に応えられるとは限りません。 

 

Ｑ：募集している山行計画が少ないようですが、なぜ募集していない山行計画も掲載する

のですか？ 

Ａ：アルペンブルーメ速報は、アルペンブルーメのミーティングで発表された山行計画を

すべて掲載させてもらっています。それは、ミーティングの記録そのものであるからで

す。たとえグループのメンバーでなくても、自由に話し合える環境であることをアピー

ルする狙いもあります。つまり「山の話をしたいなら次回のミーティングに参加して下

さいね。」という宣伝でもあるからです。 

 

Ｑ：ミーティングに参加できなければ山行にも誘ってもらえないということですか？ 

Ａ：確かにアルペンブルーメでは「顔を合わせて誘い合いましょう。」を合言葉のように使

っています。それは山行計画を立てる上で、どの山に登るのかということだけではなく、

誰とどのように登るのかということも大事だからです。実際に誰をどのように誘うかは

リーダーの思惑しだいです。ミーティングに参加して「私も行きたいです。」と手を挙げ

れば誰でも参加できるとは限りません。むしろミーティングの時には、すでにメンバー

の確定している山行計画の方が多いくらいです。 

 

Ｑ：そういえば申し込みを断られたことがありました。リーダーの思惑とは、具体的にど

のようなことですか？ 

Ａ：一概には言えませんが、その山行にとって有益かどうか、あるいは山の会にとって将

来プラスとなるかどうかなどが考えられます。 

前者では、そのメンバーが加わることでパーティー全体のパフォーマンスや士気が向

上することを期待します。つまり、リーダーの期待する技能やメンバーシップ（パーテ

ィーの結束に貢献する気持ち）が無ければ断られることでしょう。 



後者では、登山に取り組む姿勢が問われます。新入会員のころには無条件で誘っても

らえることもあると思います。しかし技能向上のための努力を怠り、いつまでたっても

「また連れて行ってください。」を繰り返すようでは、しだいに敬遠されることになりま

す。初心者だから連れて行ってもらうのは当たり前と思われるかもしれませんが、安全

は何時もリーダー任せというのでは永遠に初心者から抜け出せません。登山に潜在する

危険と真面目に向き合い、自らの技能を高めることで、その危険を回避するという姿勢

が大切です。 

 

Ｑ：ミーティングの時には、すでにメンバーの確定している山行計画が多いということで

すが、それは何時どのように決まるのですか？ 

Ａ：アルペンブルーメ速報で分かる通り、募集に対する応募という関係で成り立つ山行計

画はごく一部に過ぎません。他の多くは、ズバリ「楽しかったね。また一緒に登りたい

ね。」という仲良しの関係から生まれます。ときには「苦しかったね。けど一緒だったか

ら乗り越えられたね。次回もよろしく。」という信頼関係でもあります。いつまでもお客

様では誘ってもらえません。 

 

Ｑ：それでは仲良しじゃないと誘ってもらえない。一緒に登ってみないと仲良しになれな

い。まるでニワトリとタマゴみたいですが？ 

Ａ：きっかけは、いたるところにあるはずです。同期だからと誘われることもあるだろう

し、自ら誘ってあげても良いでしょう。とりわけ訓練などの行事は、仲間づくりのため

にも有効に活用しましょう。定例会や、山行推進グループのミーティング、会報印刷な

どにも、まめに足を運んで見てはいかがでしょう。 

 

Ｑ：すでに仲良く登っているグループに入れてもらう自信がありません、入れてもらった

としても、そのメンバーと仲良くできるのか、とても心配ですが？ 

Ａ：少し誤解があるようです。山の仲間になるということは、既存のグループに加えても

らうものではなく、各自の持っているネットワークを有機的に結合させていくことです。

たとえば山岳会に入会すれば会の仲間となるのではなく、その山岳会の会員と仲良くな

ることで、徐々に他の会員とも結びつき、その結果として会の仲間となっていくのです。

別の言い方をすれば「楽しかったね。また一緒に登ろうね。」という関係を作れば作るほ

ど、「あの人と登ると楽しいよ。こんど一緒に登ってみたいね。」という関係に発展して

いくと考えて下さい。 

 

Ｑ：仲の良い友達が一人いれば良いということですか？ 

Ａ：１対１では、なかなか広がりません。できれば３名以上で登り、「今度、もう一人誘っ

てみたいね。あの人はどうかしら。」くらいがちょうど良いように思えます。ただし、誰

とでも志向が合うというわけではないし、登山に取り組む姿勢も人それぞれです。家庭

や職場の環境が変化すれば、お互いに誘い合うための条件も変わります。ときには自身



の要求がより豊かな登山へと高まることもあるでしょう。そんな変化に対応するために

も、より多くの会員と、ときには会の枠を越えてでも誘い合う努力が必要となります。

そうして出来た一人一人のネットワークが自然と結びつきあって、より多様で、より柔

軟な山の仲間を形成していきます。生涯唯一のパートナーを選ぶわけではありません。

気楽に声を掛け合いましょう。 

 

Ｑ：自分から誘う自信がありません。何か、コツのようなものがありますか？ 

Ａ：まずは謙虚であることです。相手の力量が分からなければ、なおさらです。「○○山に

登りたいと考えていますが、自信がないので△△山から始めてみたいと思っています。

一緒に登っていただけませんか。」といった感じが良いでしょう。「まずは一緒に練習し

てみませんか。」も有効です。 

次に対等であることです。自分から誘うのだから「連れて行ってください。」ではまず

いです。たとえ言葉に出さなくても必ず見透かされてしまいます。自信をもって登れる

範囲で誘いましょう。 

そんなことでは「いつまでたっても登りたい山に登れない。」と思われるかもしれませ

んが、そうでもありません。仲間を求めているのは他の会員も同じです。あなたの謙虚

で誠実な姿勢を見ていてくれる先輩が必ずいます。そんな先輩に「一緒に登ってみない

か。」と誘われるかもしれないと考えれば、かえって近道だともいえます。 

最後に顔を合わせて誘いましょう。メールでは本音を伝えることが難しいしいです。

「残念ですが都合がつきません。またの機会を楽しみにしています。」といった、当たり

障りのない返信に心当たりはありませんか。誰でも誘われたら嬉しいはずです。しかも

顔を合わせた席でなら、「まだ無理だよ。ちゃんと準備して来シーズンに登れば良いよ。

練習なら付き合うよ。」と、トレーニング山行の約束ができたりします。「そこは前に登

ったから、今度○○山にも一緒に登ってくれたら付き合っても良いよ。」と、取引を持ち

かけられたりもします。ときには「その山なら私と一緒に登りませんか。」と、逆に思わ

ぬ人から誘われたりするなど、様々な方向へ発展する可能性があります。 

アルペンブルーメでは、このように顔を合わせて誘い合うことを大事にしています。

ぜひ、アルペンブルーメのミーティングに参加して、気になるあの人を誘ってみません

か。 

 

おわり 

 


